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本
稿
は
、
宋
初
ま
で
の
中
国
鬼
話
の
集
大
成
で
あ
る
『
太
平
広
記
』
の
鬼
部
説
話
四
十

巻
の
内
、
冒
頭
の
十
巻
に
つ
い
て
、
巻
毎
の
鬼
話
の
特
徴
を
分
析
し
つ
つ
、
初
期
の
鬼
話

の
変
遷
の
具
体
相
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
巻
の
所
収
全
話
の

分
析
を
通
し
て
、
日
本
の
幽
霊
譚
の
ル
ー
ツ
で
も
あ
る
中
国
鬼
話
に
つ
い
て
、
特
に
そ
の

初
期
に
お
い
て
は
、
婚
姻
・
祖
先
供
養
・
後
嗣
な
ど
の
家
制
度
と
密
接
に
関
わ
る
モ
チ
ー

フ
の
多
い
こ
と
や
、
頻
出
す
る
話
型
を
明
ら
か
に
し
た
。

﹇Abstract

﹈

　

"Taiping  Guangji ( Extensive Records of the Taiping Era )" is a collection of 
stories com

piled under the editorship of Li Fang, fi rst published in 978. The book 
is divided into 500 volum

es and 40 volum
es of them

 are ghost story parts. In this 
paper, I have analyzed the quarter at the beginning of the ghost story parts.The 
results of the analysis, I have cleared ideological features and features on the 
story type of early ghost stories.

は
じ
め
に

　
『
太
平
広
記
』
は
、
宋
ま
で
に
成
立
し
た
説
話
か
ら
七
〇
〇
〇
余
話
を
類
聚
し
た
、

中
国
説
話
の
集
大
成
と
も
謂
う
べ
き
全
五
〇
〇
巻
の
説
話
集
で
あ
る
。
宋
の
太
宗
の

勅
命
に
よ
り
五
代
後
周
の
旧
臣
で
あ
る
李
昉
ら
に
よ
っ
て
太
平
興
国
二
年
（
九
七

七
）
か
ら
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
翌
太
平
興
国
三
年
に
成
立
し
た
。

　

巻
毎
に
所
収
説
話
の
分
類
項
目
が
見
出
し
と
し
て
立
て
ら
れ
て
お
り
、
全
体
で
は

以
下
の
九
十
二
項
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。

神
仙
、
女
仙
、
道
術
、
方
士
、
異
人
、
異
僧
、
釈
証
、
報
応
、
徴
応
、
定
数
、

感
応
、
讖
応
、
名
賢
、
廉
倹
、
気
義
、
知
人
、
精
察
、
俊
弁
、
幼
敏
、
器
量
、

貢
挙
、
銓
選
、
職
官
、
権
幸
、
将
帥
、
驍
勇
、
豪
侠
、
博
物
、
文
章
、
才
名
、

儒
行
、
楽
、
書
、
画
、
算
術
、
卜
筮
、
医
、
相
、
伎
巧
、
博
戯
、
器
玩
、
酒
、

食
、
交
友
、
奢
侈
、
詭
詐
、
諂
佞
、
謬
誤
、
治
生
、
褊
急
、
詼
諧
、
嘲
誚
、
嗤

鄙
、
無
頼
、
軽
薄
、
酷
暴
、
婦
人
、
情
感
、
童
僕
、
夢
、
巫
、
幻
術
、
妖
妄
、

神
、
鬼
、
夜

、
神
魂
、
妖
怪
、
精
怪
、
霊
異
、
再
生
、
悟
前
生
、
冢
墓
、
銘

記
、
雷
、 

雨
、
山
、
石
、
水
、
宝
、
草
木
、
龍
、
虎
、
畜
獣
、
狐
、
蛇
、
禽
鳥
、

水
族
、
昆
虫
、
蛮
夷
、
雑
伝
記
、
雑
録

　

こ
の
う
ち
「
鬼
」
は
巻
三
一
六
か
ら
巻
三
五
五
ま
で
四
十
巻
に
及
び
、
巻
一
か
ら

巻
五
五
ま
で
五
十
五
巻
の
「
神
仙
」
に
次
ぐ
大
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

　

説
話
の
排
列
は
、
基
本
的
に
は
時
代
順
に
な
っ
て
お
り
（
厳
密
な
も
の
で
は
な

い
）、
秦
漢
か
ら
唐
代
ま
で
の
鬼
話
の
変
遷
を
概
観
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
論
考
で
は
、
巻
毎
の
鬼
話
の
特
徴
を
分
析
し
つ
つ
、
鬼
話
の
変
遷
の
具
体
相
を

解
き
明
か
し
て
ゆ
き
た
い
。
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一　

冥
婚
譚
―
巻
三
一
六　

鬼
一
―
（
春
秋　

漢　

三
国
）⑴

　

ま
ず
、「
鬼
」
の
冒
頭
巻
で
あ
る
「
巻
三
一
六　

鬼
一
」
全
話
の
タ
イ
ト
ル
と
概

略
を
以
下
に
掲
げ
る
。（
以
降
も
各
巻
の
分
析
の
冒
頭
に
、
そ
の
巻
の
所
収
全
話
の

タ
イ
ト
ル
と
概
略
を
掲
げ
る
⑵
。）

巻
三
一
六　

鬼
一

韓
重　
　
　

韓
重
は
呉
王
夫
差
の
死
ん
だ
娘
と
結
婚
し
た
⑶
。

公
孫
達　
　

鬼
と
な
っ
た
魏
の
公
孫
達
が
子
ら
に
教
戒
を
施
し
た
。

鮮
于
冀　
　

鬼
と
な
っ
た
後
漢
の
鮮
于
冀
が
後
任
の
役
人
の
不
正
を
告
発
し
た
。

盧
充　
　
　

盧
充
が
鬼
と
な
っ
た
娘
と
結
婚
し
、
子
を
得
る
。

談
生　
　
　

談
生
が
鬼
と
な
っ
た
娘
と
結
婚
し
、
子
を
得
る
。

陳
蕃　
　
　

 

陳
蕃
が
、
何
者
か
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
供
の
運
命
を
予
言
す
る
の

を
聞
い
た
。

劉
照　
　
　

 

前
太
守
に
遺
体
を
置
き
去
り
に
さ
れ
た
亡
妻
が
後
任
の
太
守
と
通
じ

た
。

張
漢
直　
　

妖
物
が
張
漢
直
の
鬼
の
ふ
り
を
し
て
妹
に
憑
依
し
た
。

范
丹　
　
　

 

自
ら
の
横
死
を
偽
装
し
遊
学
し
た
范
丹
の
た
め
に
、
神
が
范
丹
の
鬼
の

ふ
り
を
し
た
。

費
季　
　
　

 

呉
の
費
季
の
旅
中
に
妻
の
夢
に
費
季
が
現
れ
横
死
を
告
げ
た
が
、
一
年

後
に
帰
還
し
た
。

周
式　
　
　

 

死
人
録
か
ら
名
を
削
除
し
て
も
ら
っ
た
漢
の
周
式
は
、
約
を
破
り
外
出

し
た
た
め
死
ん
だ
。

陳
阿
登　
　

あ
る
人
が
郊
外
で
一
夜
の
宿
を
借
り
た
女
は
、
鬼
で
あ
っ
た
。

　

編
纂
者
の
編
纂
コ
ン
セ
プ
ト
を
探
る
上
で
重
要
で
あ
る
冒
頭
話
は
、
相
思
相
愛
で

あ
っ
た
韓
重
と
呉
王
夫
差
の
娘
が
、
娘
の
死
後
に
結
ば
れ
る
人
と
鬼
の
冥
婚
譚
で
あ

る
。
そ
し
て
「
盧
充
」「
談
生
」
な
ど
も
、
類
似
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
冥
婚
譚
で
あ

り
、「
劉
照
」
も
冥
婚
譚
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。「
陳
阿
登
」
も
亡
女
の
墓
に

宿
泊
す
る
と
い
う
冥
婚
譚
に
よ
く
見
ら
れ
る
構
図
で
あ
る
が
、
本
話
の
場
合
は
宿
泊

の
み
で
、
冥
婚
は
行
わ
れ
な
い
。

　

一
方
、「
公
孫
達
」「
鮮
于
冀
」
は
男
の
鬼
が
自
宅
や
か
つ
て
の
職
場
に
現
れ
る
と

い
う
も
の
で
、
特
に
「
公
孫
達
」
は
「
鬼
が
親
族
と
語
ら
い
、
冥
界
に
つ
い
て
問
答

を
す
る
」
と
い
う
、
後
に
よ
り
複
雑
化
し
発
展
す
る
話
型
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
例
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。  

　
「
陳
蕃
」「
周
式
」
は
、
人
間
は
知
り
得
な
い
生
死
の
運
命
を
鬼
は
知
っ
て
い
る
と

い
う
、
鬼
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
を
示
す
説
話
で
あ
る
。
二
話
と
も
話
型
と
し
て
は

日
本
の
民
間
伝
承
説
話
等
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
張
漢
直
」「
范
丹
」「
費
季
」
は
、
本
人
以
外
の
何
者
か
が
、
そ
の
人
の
鬼
の
ふ

り
を
す
る
と
い
う
も
の
で
、「
装
鬼
（
鬼
の
ふ
り
を
す
る
）」
型
と
分
類
す
る
こ
と
が

出
来
る
。

　

全
体
と
し
て
は
、
こ
の
巻
で
は
死
者
と
家
族
の
関
係
性
が
説
話
の
重
要
な
要
素
と

な
っ
て
い
る
。

二　

供
養
を
求
め
る
鬼
―
巻
三
一
七　

鬼
二
―
（
漢　

三
国　

晋
）

巻
三
一
七　

鬼
二

呉
祥　
　
　

漢
の
呉
祥
が
一
夜
の
宿
を
借
り
、
同
衾
し
た
女
は
鬼
で
あ
っ
た
。

周
翁
仲　
　

周
翁
仲
、
見
鬼
人
の
言
葉
か
ら
子
供
が
実
子
で
な
い
こ
と
を
知
る
。

田
疇　
　
　

 
公
孫

に
殺
さ
れ
た
主
君
劉
虞
の
後
を
追
お
う
と
し
た
田
疇
は
、
劉
虞

の
鬼
に
諫
め
ら
れ
た
。
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文
穎　
　
　

 

漢
の
文
穎
が
夢
に
現
れ
た
鬼
の
頼
み
で
半
ば
水
没
し
た
棺
を
掘
り
出

す
。

王
樊　
　
　

 

死
後
、
墓
中
で
博
打
を
し
て
い
た
王
樊
は
盗
掘
者
に
酒
を
飲
ま
せ
、
役

人
に
捕
ま
え
さ
せ
た
。

秦
巨
伯　
　

 
秦
巨
伯
は
孫
に
化
け
た
鬼
を
捕
ま
え
よ
う
と
し
て
、
本
物
の
孫
を
刺
殺

し
て
し
ま
っ
た
。

宗
岱　
　
　

無
鬼
論
者
の
青
州
刺
史
宗
岱
は
淫
祀
を
禁
じ
、
鬼
の
復
讐
で
死
ん
だ
。 

鄭
奇　
　
　

 

鄭
奇
は
鬼
魅
の
い
る
亭
の
楼
上
に
女
鬼
と
泊
ま
り
、
翌
日
、
出
立
し
た

後
に
死
ん
だ
。

鍾
繇　
　
　

鍾
繇
の
も
と
に
通
っ
て
く
る
女
は
鬼
で
あ
っ
た
。

夏
侯
玄　
　

 

夏
侯
玄
の
鬼
は
首
を
外
し
て
供
物
を
体
に
入
れ
、
仇
の
司
馬
師
の
子
孫

を
断
っ
た
と
話
し
た
。

康　
　
　

康
は
鬼
よ
り
琴
の
曲
、
広
陵
散
を
伝
授
さ
れ
た
。

倪
彦
思　
　

 

倪
彦
思
の
家
に
住
み
着
い
た
鬼
魅
は
役
人
の
汚
職
等
も
知
っ
て
お
り
、

手
が
出
せ
な
か
っ
た
。

沈
季　
　
　

 

許
劭
の
鬼
に
改
葬
を
依
頼
さ
れ
た
沈
季
は
墓
の
所
在
を
知
ら
ず
、
招
魂

を
し
て
改
葬
し
た
。

糜
竺　
　
　

 

糜
竺
は
女
鬼
に
頼
ま
れ
改
葬
し
て
や
っ
た
た
め
に
火
災
の
際
も
冥
助
が

あ
っ
た
。

王
弼　
　
　

 

王
弼
は
軽
ん
じ
て
い
た
鄭
玄
の
鬼
に
責
め
ら
れ
、
こ
れ
を
憎
み
、
後
に

病
死
し
た

陳
仙　
　
　

 

商
人
の
陳
仙
は
空
き
家
で
鬼
に
驚
か
さ
れ
、
翌
日
見
て
み
る
と
家
は
な

く
、
塚
で
あ
っ
た 

胡
熙　
　
　

 

胡
熙
の
娘
は
覚
え
な
く
妊
娠
し
、
姿
の
見
え
な
い
鬼
子
を
産
み
、
育
て

た
。

魯
肅　
　
　

病
ん
だ
孫
権
は
、
魯
肅
の
鬼
が
来
る
の
を
見
た
。

　
「
呉
祥
」
は
前
巻
末
尾
の
「
陳
阿
登
」
に
類
似
し
た
説
話
で
あ
る
が
、
冥
婚
譚
の

モ
チ
ー
フ
を
有
す
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。「
王
樊
」「
胡
熙
」
も
墓
の
中
で
鬼
と
遇

う
話
で
あ
る
。 

　
「
周
翁
仲
」
は
祖
先
供
養
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、「
文
穎
」「
沈
季
」「
糜
竺
」
は
何
れ

も
鬼
が
供
養
を
依
頼
す
る
話
で
あ
る
。「
夏
侯
玄
」
で
は
夏
侯
玄
が
自
身
の
供
養
の

場
に
現
れ
、
供
物
を
吸
収
す
る
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　
「
秦
巨
伯
」「
宗
岱
」「
鄭
奇
」
は
鬼
が
人
間
を
害
す
る
話
で
あ
る
が
、
宗
岱
で
は

無
鬼
論
者
の
た
め
に
自
分
へ
の
供
養
が
途
絶
え
た
こ
と
を
鬼
が
怒
っ
て
お
り
、
こ
れ

も
供
養
と
関
わ
り
の
あ
る
説
話
で
あ
る
と
言
え
る
。 

　

す
で
に
触
れ
た
「
糜
竺
」「
夏
侯
玄
」
に
加
え
「
田
疇
」「
鍾
繇
」「

康
」「
王

弼
」「
魯
肅
」
は
著
名
人
物
の
逸
話
と
し
て
の
意
味
を
有
す
る
説
話
で
あ
り
、
特
に

「

康
」
が
鬼
よ
り
広
陵
散
を
伝
授
さ
れ
る
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
「
倪
彦
思
」
は
鬼
が
家
に
居
着
い
て
様
々
な
怪
を
為
す
と
い
う
多
く
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
る
話
型
の
初
期
の
も
の
で
あ
る
。「
胡
熙
」
も
そ
の
話
型
に
含

ま
れ
る
が
、
家
に
い
る
鬼
が
実
の
子
で
あ
る
と
い
う
点
で
特
異
な
も
の
で
あ
る
。

  

こ
の
巻
に
は
供
養
に
関
連
す
る
話
が
多
く
、
前
巻
と
と
も
に
鬼
話
・
鬼
文
化
と
家

制
度
の
関
係
性
を
反
映
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

三　

鬼
へ
の
対
応
―
巻
三
一
八　

鬼
三
―
（
晋
）

巻
三
一
八　

鬼
三

陸
機　
　
　

 
陸
機
が
初
め
て
洛
陽
に
来
て
投
宿
し
た
際
に
議
論
し
た
若
者
は
王
弼
の

鬼
で
あ
っ
た
。
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趙
伯
倫　
　

 

趙
伯
倫
が
襄
陽
に
行
っ
た
と
き
船
頭
が
供
物
を
ご
ま
か
し
、
夢
に
出
た

鬼
が
怒
っ
た
。

朱
彦　
　
　

 

朱
彦
が
荒
れ
地
を
拓
き
建
て
た
家
に
怪
異
が
起
き
る
が
恐
れ
な
け
れ
ば

何
事
も
な
か
っ
た
。

桓
回　
　
　

 
桓
回
に
成
憑
の
消
息
を
尋
ね
た
老
人
は
鬼
で
あ
っ
た
の
で
、
成
憑
に
祀

ら
せ
た
。

周
子
長　
　

周
子
長
が
寺
の
前
で
鬼
と
つ
か
み
合
い
を
し
た
。

荀
澤　
　
　

 

荀
澤
は
死
後
も
姿
を
現
わ
し
妻
を
妊
娠
さ
せ
た
が
、
生
ま
れ
た
の
は
水

で
あ
っ
た
。

桓
軏　
　
　

 

桓
軏
の
下
に
い
た
陳
道
生
が
、
水
死
し
て
河
伯
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ

た
と
母
に
知
ら
せ
た
。

朱
子
之　
　

 

朱
子
之
の
家
に
よ
く
来
る
鬼
が
、
子
之
の
子
の
病
を
治
す
た
め
虎
の
心

臓
を
取
っ
て
き
た
。

楊
羨　
　
　

 

楊
羨
は
鬼
に
化
か
さ
れ
、
身
重
の
妻
を
鬼
と
勘
違
い
し
て
斬
り
殺
し
て

し
ま
っ
た
。

王
肇
宗　
　

 

病
死
し
た
王
肇
宗
が
母
と
妻
の
前
に
現
れ
、
妻
が
喪
明
け
に
死
ぬ
こ
と

を
予
言
し
た
。

張
禹　
　
　

 

張
禹
は
、
死
ん
だ
女
が
後
妻
を
殺
す
の
を
手
伝
い
、
絹
五
十
匹
を
も

ら
っ
た
。

邵
公　
　
　

 

瘧
を
患
っ
て
い
た
邵
公
は
発
作
の
度
に
出
現
す
る
子
供
を
捕
ま
え
、
回

復
し
た
。

呉
士
季　
　

 

瘧
を
患
っ
て
い
た
呉
士
季
が
武
昌
の
廟
に
祈
る
と
神
が
子
供
を
捕
ま

え
、
呉
は
回
復
し
た
。

周
子
文　
　

 

山
中
で
狩
を
し
て
い
た
周
子
文
は
自
分
の
名
を
呼
ぶ
人
に
射
ら
れ
、
数

日
後
に
死
ん
だ
。

王
恭
伯　
　

 

王
恭
伯
が
旅
先
で
琴
を
奏
で
あ
い
契
っ
た
女
は
鬼
で
あ
っ
た
。

李
経　
　
　

 

酔
っ
た
朱
平
が
李
経
を
殺
そ
う
と
し
た
が
、
鬼
が
失
敗
を
予
言
し
、
止

め
る
よ
う
忠
告
し
た
。

謝
邈
之　
　

 

鄒
覧
か
ら
亡
夫
亡
児
に
会
っ
た
話
を
聞
い
た
女
は
再
嫁
を
止
め
た
。

彭
虎
子　
　

 

家
に
来
た
霊
物
に
彭
虎
子
が
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
殯
屋
の
亡
母

が
助
け
た
。

司
馬
恬　
　

司
馬
恬
は
、
夢
で
鄧
艾
に
廟
の
修
理
を
命
じ
ら
れ
た
。

阮
徳
如　
　

 

阮
徳
如
は
厠
で
鬼
に
遭
遇
し
た
が
慌
て
ず
に
笑
う
と
、
鬼
が
恥
じ
て
退

い
た
。

陳
慶
孫　
　

 

鬼
が
陳
慶
孫
か
ら
牛
を
脅
し
取
ろ
う
と
し
た
が
失
敗
し
、
鬼
は
詫
び
て

陳
に
寿
命
を
教
え
た
。

甄
沖　
　
　

 

謎
の
者
の
婚
姻
を
申
し
出
を
拒
み
通
し
た
甄
沖
は
相
手
宅
か
ら
家
に
帰

り
数
日
で
病
死
し
た
。

　
「
陸
機
」
は
、
前
巻
の
説
話
で
は
鬼
に
遭
遇
し
た
王
弼
自
身
が
鬼
と
し
て
現
れ
る

著
名
人
譚
。

　
「
趙
伯
倫
」「
桓
回
」「
司
馬
恬
」
は
供
養
に
関
わ
る
説
話
で
あ
る
。

　
「
朱
彦
」「
朱
子
之
」「
楊
羨
」「
阮
徳
如
」「
陳
慶
孫
」
は
鬼
が
家
に
居
着
い
て
怪

を
為
す
タ
イ
プ
の
説
話
で
あ
り
、「
朱
彦
」「
阮
徳
如
」「
陳
慶
孫
」
は
鬼
に
対
し
て

動
揺
せ
ず
人
が
勝
利
す
る
が
、「
楊
羨
」
は
鬼
の
奸
計
に
掛
か
っ
て
し
ま
う
。「
朱
子

之
」
は
義
理
堅
い
鬼
を
描
き
、
後
世
の
『
聊
斎
志
異
』
巻
一
「
王
六
郎
」
に
お
け
る

鬼
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　
「
周
子
長
」「
周
子
文
」
は
戸
外
で
人
を
襲
う
鬼
に
遭
遇
す
る
話
。
た
だ
し
「
周
子

長
」
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
話
と
な
っ
て
い
る
。「
李
経
」
は
不
意
に
現
れ
た
鬼
が
予
言

に
よ
っ
て
人
の
狼
藉
を
制
止
し
よ
う
と
す
る
。
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「
荀
澤
」「
桓
軏
」「
王
肇
宗
」
は
鬼
と
な
っ
た
夫
や
息
子
が
帰
っ
て
く
る
話
で
あ

り
、「
彭
虎
子
」
は
鬼
と
な
っ
た
母
が
息
子
を
助
け
る
。

　
「
張
禹
」「
謝
邈
之
」
は
一
夜
の
宿
を
借
り
た
の
が
鬼
の
住
む
塚
で
あ
っ
た
と
い

う
、
前
巻
ま
で
に
も
見
ら
れ
た
話
型
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
話
が
終
わ
ら
ず
、
ど
ち
ら

も
主
人
公
が
鬼
の
生
前
の
家
族
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ

る
。

　
「
邵
公
」「
呉
士
季
」
は
子
供
の
姿
を
し
た
疫
鬼
を
捉
え
る
話
で
あ
る
。

　
「
王
恭
伯
」「
甄
沖
」
は
冥
婚
譚
で
あ
る
が
、「
甄
沖
」
は
冥
婚
を
拒
み
、
落
命
す

る
に
至
る
と
い
う
点
に
従
来
の
パ
タ
ー
ン
と
異
な
る
展
開
が
見
ら
れ
る
。

　

本
巻
で
見
ら
れ
た
、
鬼
に
遭
っ
て
も
動
じ
ず
冷
静
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鬼

を
制
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
後
の
鬼
話
で
も
し
ば
し
ば
現
れ
る
こ

と
に
あ
る
。

四　

冥
界
の
こ
と
を
語
る
鬼
―
巻
三
一
九　

鬼
四
―
（
晋
）

巻
三
百
一
十
九　

鬼
四

張
子
長　
　

 

張
子
長
の
私
通
し
た
亡
女
は
復
活
し
か
け
て
い
た
が
、
親
に
棺
を
開
け

ら
れ
て
失
敗
し
た
。

桓
道
愍　
　

 

亡
妻
が
、
嫉
妬
の
罪
で
地
獄
に
落
ち
た
が
転
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と

桓
道
愍
に
告
げ
た
。

周
臨
賀　
　

 

周
が
宿
を
借
り
た
女
は
鬼
で
、
夜
に
女
が
雷
車
を
押
し
に
出
か
け
る

と
、
大
雷
雨
が
あ
っ
た
。

胡
茂
回　
　

 

見
鬼
人
の
胡
茂
回
は
廟
の
鬼
が
沙
門
を
恐
れ
る
の
を
見
て
、
仏
を
崇
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。

阮
瞻　
　
　

 

無
鬼
論
者
阮
瞻
は
鬼
を
論
破
し
た
が
、
相
手
の
正
体
を
を
見
て
、
一
年

あ
ま
り
で
死
ん
だ
。

臨
湘
令　
　

 

臨
湘
令
殷
氏
は
三
丈
の
鬼
と
争
い
、
口
を
打
た
れ
て
不
自
由
な
体
に

な
っ
た
。

顧
氏　
　
　

 

昼
に
外
で
鬼
に
囲
ま
れ
た
顧
氏
は
北
斗
を
念
じ
て
助
か
っ
た
が
、
鬼
は

家
に
翌
朝
ま
で
い
た
。

江
州
録
事　

 

子
が
病
死
し
た
甘
録
事
を
鬼
の
行
列
が
訪
れ
、
酒

を
出
す
と
空
に

な
っ
て
い
た
。

陳
素　
　
　

 

生
ま
れ
た
女
子
を
隣
家
の
男
子
と
交
換
す
る
と
、
祖
霊
へ
の
供
物
が
他

家
の
鬼
に
喰
わ
れ
た
。

胡
章　
　
　

 

友
人
の
管
雙
が
夢
に
現
れ
た
胡
章
が
護
符
を
貼
る
と
、
管
雙
が
現
れ
て

な
じ
っ
た
。

蘇
韶　
　
　

 

蘇
韶
の
鬼
が
い
と
こ
の
蘇
節
の
も
と
に
現
れ
、
鬼
に
つ
い
て
の
様
々
な

質
問
に
答
え
た
。　

夏
侯
愷　
　

 

病
死
し
た
夏
侯
愷
が
阮
公
の
元
に
現
れ
、
阮
の
子
ら
に
つ
い
て
預
言
を

し
た
。

劉
他　
　
　

 

劉
家
に
食
を
盗
む
鬼
が
お
り
、
毒
を
喰
わ
せ
る
と
怒
り
、
闘
う
と
夜
中

に
い
な
く
な
っ
た
。

王
戎　
　
　

 

王
戎
の
出
世
を
預
言
し
た
鬼
が
、
人
の
葬
儀
で
参
会
者
を

で
倒
し

た
。

王
仲
文　
　

 

王
仲
文
は
白
狗
か
ら
方
相
の
如
き
姿
に
変
化
し
た
も
の
に
襲
わ
れ
、
逃

げ
な
が
ら
絶
命
し
た
。

　
「
張
子
長
」
は
冥
婚
譚
で
あ
り
、
女
が
復
活
に
失
敗
す
る
の
は
「
談
生
」（
巻
三
一

六
）
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。

　
「
桓
道
愍
」「
江
州
録
事
」「
胡
章
」「
蘇
韶
」「
夏
侯
愷
」
は
親
し
い
人
間
が
死
後
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に
鬼
と
し
て
現
れ
る
話
型
の
話
で
あ
り
、「
桓
道
愍
」
は
嫉
妬
の
罪
で
地
獄
に
落
ち

る
と
い
う
仏
教
的
モ
チ
ー
フ
が
見
ら
れ
る
。「
江
州
録
事
」
は
、
は
っ
き
り
と
は
姿

を
現
さ
な
い
が
、
死
者
の
行
列
の
中
に
亡
児
も
い
る
と
言
わ
れ
る
話
で
あ
る
。「
胡

章
」
は
鬼
が
訪
問
す
る
こ
と
を
友
人
で
あ
る
生
者
が
忌
避
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

「
蘇
韶
」「
夏
侯
愷
」
は
す
で
に
「
公
孫
達
」（
巻
三
一
六
）
に
見
ら
れ
た
「
鬼
が
親

族
と
語
ら
い
、
冥
界
に
つ
い
て
問
答
を
す
る
」
と
い
う
話
型
で
あ
る
。「
公
孫
達
」

で
は
、
公
孫
達
は
「
鬼
神
之
事
非
爾
所
知
也
」
と
言
っ
て
子
ら
に
冥
界
の
こ
と
を
語

ら
な
か
っ
た
が
、「
蘇
韶
」
は
冥
界
に
つ
い
て
の
問
答
が
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
「
周
臨
賀
」
は
宿
を
借
り
た
相
手
が
鬼
で
あ
っ
た
と
い
う
話
型
に
属
す
る
が
、
そ

の
鬼
が
雷
神
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。

  

「
胡
茂
回
」「
陳
素
」
は
、
見
鬼
人
の
目
を
通
し
て
廟
の
鬼
た
ち
の
様
子
が
描
か
れ

る
。
跡
継
ぎ
が
取
り
替
え
ら
れ
た
た
め
に
祖
霊
の
居
場
所
が
な
く
な
る
と
い
う
「
陳

素
」
の
モ
チ
ー
フ
は
「
周
翁
仲
」（
巻
三
一
七
）
と
同
じ
で
あ
る
。

　
「
阮
瞻
」「
臨
湘
令
」「
顧
氏
」「
劉
他
」「
王
戎
」「
王
仲
文
」
は
鬼
に
襲
わ
れ
る
話

で
あ
る
。「
阮
瞻
」
の
よ
う
な
無
鬼
論
者
が
論
破
し
た
後
に
相
手
が
実
は
鬼
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
る
と
い
う
の
も
、
類
話
が
多
く
、
一
つ
の
定
型
と
な
っ
て
い
る
。「
劉

他
」
は
鬼
が
人
の
家
に
住
み
着
い
て
し
ま
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
こ
の
話
型
の
場
合

は
、
鬼
が
食
べ
物
を
盗
む
と
い
う
描
写
が
多
く
の
話
に
見
ら
れ
る
。

　

本
巻
は
、
親
族
や
友
人
が
鬼
と
な
っ
て
現
れ
る
話
型
に
特
徴
的
な
も
の
が
多
い
。

五　

見
鬼
人
―
巻
三
二
〇　

鬼
五
―
（
晋
）

巻
第
三
二
〇　

鬼
五

蔡
謨　
　
　

 

光
録
大
夫
の
蔡
謨
は
、
魂
呼
ば
い
を
さ
れ
る
中
で
昇
天
す
る
少
女
の
霊

を
見
て
、
病
気
に
な
り
死
ん
だ
。

又　
　
　
　

蔡
謨
は
、
魂
呼
ば
い
を
さ
れ
る
中
で
昇
天
す
る
老
媼
の
霊
を
見
た
。

姚
元
起　
　

 

姚
元
起
の
七
歳
の
娘
は
四
面
の
高
天
大
将
軍
に
何
度
も
飲
み
込
ま
れ
排

出
さ
れ
て
衰
弱
し
た
。

閭
勦　
　
　

 

閭
勦
は
二
人
の
役
人
に
船
で
連
れ
去
ら
れ
古
い
塚
で
解
放
さ
れ
た
が
、

瘡
を
発
し
て
死
ん
だ
。

孫
稚　
　
　

 

仏
法
を
信
じ
て
い
た
孫
稚
は
死
後
に
数
回
、
家
に
帰
っ
て
冥
土
の
こ
と

を
語
っ
た
。

索
遜　
　
　

 

船
に
便
乗
し
た
鬼
に
船
を
引
く
の
を
手
伝
わ
せ
た
索
遜
は
、
鬼
に
恨
ま

れ
て
襲
撃
さ
れ
た
。

馮
述　
　
　

 

馮
述
は
謎
の
役
人
に
連
行
さ
れ
か
け
た
が
弟
の
喪
に
服
し
て
い
る
の
が

不
浄
と
し
て
免
れ
た
。

任
懐
仁　
　

 

殺
さ
れ
た
任
懐
仁
は
祀
っ
て
く
れ
た
男
を
自
分
の
喪
明
け
の
祭
り
に
誘

い
、
饗
応
し
た
。

王
明　
　
　

 

王
明
は
天
曹
に
許
さ
れ
、
死
ん
で
一
年
後
に
暫
く
家
に
帰
り
、
子
ら
に

冥
途
の
こ
と
を
語
っ
た
。

王
彪
之　
　

 

王
彪
之
は
亡
母
の
忠
告
に
よ
り
、
厄
を
避
け
る
た
め
に
旅
に
出
、
三
年

に
し
て
帰
っ
た
。

王
凝
之　
　

 

王
凝
之
の
死
ん
だ
子
ら
が
枷
を
着
け
て
母
の
前
に
現
れ
、
追
福
を
依
頼

し
た
。

姚
牛　
　
　

姚
牛
の
罪
を
減
刑
し
た
令
が
、
姚
牛
の
父
の
鬼
に
助
け
ら
れ
た
。

桓
恭　
　
　

 

食
事
の
度
に
古
い
墓
に
食
を
分
け
て
い
た
桓
恭
は
、
鬼
に
出
世
を
預
言

さ
れ
た
。

阮
瑜
之　
　

 
孤
貧
の
阮
瑜
之
の
暮
ら
し
を
助
け
た
鬼
は
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に
い
な

く
な
っ
た
。
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劉
澄　
　
　

 

見
鬼
人
の
劉
澄
は
将
軍
の
宿
舎
が
火
災
に
遭
う
前
に
赤
服
で
赤
い
幟
を

持
っ
た
小
児
を
見
た
。

劉
道
錫　
　

 

従
兄
の
見
鬼
人
に
、
災
い
と
な
る
鬼
の
住
処
を
聞
い
た
劉
道
錫
は
、
戟

で
鬼
を
刺
し
殺
し
た
。

趙
吉　
　
　

 
び
っ
こ
の
男
を
埋
め
た
場
所
で
二
十
年
後
に
見
鬼
人
が
び
っ
こ
の
鬼
を

見
た
。

司
馬
隆　
　

 

徐
府
君
の
墓
中
の
壊
棺
を
取
っ
て
車
を
作
っ
た
司
馬
隆
ら
は
祟
ら
れ
、

凶
禍
が
止
ま
な
か
っ
た
。

　
「
蔡
謨
」
は
鬼
を
見
て
し
ま
っ
た
見
鬼
現
象
の
説
話
で
あ
り
、「
劉
澄
」「
劉
道
錫
」

「
趙
吉
」
は
常
に
鬼
が
見
え
る
見
鬼
人
の
話
で
あ
る
。
見
鬼
人
の
力
を
借
り
て
鬼
を

退
治
す
る
「
劉
道
錫
」
は
、
単
に
ど
の
よ
う
な
鬼
が
見
え
た
の
か
を
語
る
他
の
二
話

と
は
趣
の
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
姚
元
起
」「
索
遜
」
は
鬼
に
襲
わ
れ
る
話
で
あ
り
、「
閭
勦
」「
馮
述
」
は
鬼
に
連

れ
去
ら
れ
る
話
、「
司
馬
隆
」
は
鬼
に
祟
ら
れ
る
話
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
鬼
の
被
害

を
受
け
る
話
で
あ
る
。

　

一
方
、「
任
懐
仁
」「
姚
牛
」「
桓
恭
」「
阮
瑜
之
」
は
鬼
に
施
し
た
親
切
に
よ
り
、

報
恩
を
受
け
る
と
い
う
説
話
で
あ
る
。

　
「
孫
稚
」「
王
明
」
は
「
鬼
が
親
族
と
語
ら
い
、
冥
界
に
つ
い
て
問
答
を
す
る
」
話

型
で
あ
り
、「
王
彪
之
」
は
母
が
、「
王
凝
之
」
は
子
が
鬼
と
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
話

で
あ
る
。

　

本
巻
は
見
鬼
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
い
の
が
特
色
で
あ
る
。

六　

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
鬼
話
―
巻
三
二
一　

鬼
六
―
（
晋　

後
涼
）

巻
第
三
二
一 

鬼
六

郭
翻　
　
　

 

郭
翻
は
死
後
、
子
に
憑
依
し
て
庾
亮
ら
の
冥
界
で
の
様
子
を
語
り
、
書

を
為
し
詩
を
作
っ
た
。

王
瑗
之　
　

 

王
瑗
之
は
蔡
と
い
う
博
学
の
鬼
と
談
義
し
、
蔡
邕
が
仙
人
と
な
っ
た
こ

と
を
聞
い
た
。

牽
騰　
　
　

 

節
度
無
く
車
で
出
掛
け
た
沛
群
太
守
牽
騰
は
鬼
に
外
出
を
妨
害
さ
れ
五

十
日
後
に
誅
さ
れ
た
。

新
鬼　
　
　

新
鬼
は
友
鬼
に
怪
を
為
し
て
人
間
よ
り
食
を
得
る
術
を
習
っ
た
。

劉
青
松　
　

 

劉
青
松
は
魯
郡
の
太
守
と
す
る
と
い
う
命
を
受
け
、
冥
官
と
悟
り
、
後

事
を
処
理
し
て
死
ん
だ
。

庾
亮　
　
　

 

厠
で
土
中
よ
り
出
現
し
た
怪
物
に
遭
遇
し
た
庾
亮
は
拳
で
こ
れ
を
打

ち
、
病
気
に
な
り
死
ん
だ
。

司
馬
義　
　

 

司
馬
義
は
死
後
、
命
に
背
き
再
嫁
し
よ
う
と
し
た
妾
を
射
て
美
声
を
奪

い
再
嫁
で
き
な
く
し
た
。

李
元
明　
　

 

夜
半
、
名
を
呼
ば
れ
て
連
れ
去
ら
れ
た
李
元
明
は
、
塚
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
。

張
　
　
　

 

張

を
冥
途
に
連
れ
に
来
た
鬼
は
張

の
饗
応
を
受
け
、
身
代
わ
り
の

人
を
連
れ
て
行
っ
た
。

庾
紹
之　
　

 

病
死
し
た
庾
紹
之
は
仲
の
よ
か
っ
た
従
弟
の
宗
協
の
も
と
に
現
れ
、
殺

生
を
戒
め
た

韋
氏　
　
　

 
姚
泓
北
伐
の
戦
の
際
に
負
傷
し
困
窮
し
て
い
た
韋
氏
の
も
と
に
深
夜
、

一
千
銭
が
届
け
ら
れ
た
。

胡
馥
之　
　

 

子
無
く
し
て
死
ん
だ
胡
馥
之
の
妻
は
、
死
ん
だ
身
で
夫
と
交
わ
り
子
を
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産
ん
だ
。

賈
雍　
　
　

 

術
を
使
う
こ
と
の
出
来
た
賈
雍
は
賊
に
首
を
切
ら
れ
、
首
の
無
い
ま
ま

帰
営
し
て
死
ん
だ
。

宋
定
伯　
　

 
宋
定
伯
は
鬼
の
ふ
り
を
し
て
本
物
の
鬼
を
欺
き
、
羊
に
化
け
た
鬼
を
市

で
売
っ
て
し
ま
っ
た
。

光　
　
　

 

後
涼
の

光
の
世
に
鬼
が
街
中
で
叫
ん
だ
の
は
、

光
の
死
後
の
兄
弟

争
い
の
予
言
で
あ
っ
た
。

　
「
郭
翻
」「
庾
紹
之
」
は
「
鬼
が
親
族
と
語
ら
い
、
冥
界
に
つ
い
て
問
答
を
す
る
」

話
型
で
あ
る
。「
司
馬
義
」
は
復
讐
の
た
め
に
自
ら
の
妾
の
前
に
現
れ
る
男
の
鬼
の

話
で
あ
り
、「
胡
馥
之
」
は
妻
の
責
任
を
全
う
す
る
た
め
鬼
で
あ
り
な
が
ら
出
産
を

す
る
と
い
う
も
の
で
、
同
じ
く
身
内
の
前
に
出
現
す
る
鬼
の
話
で
も
「
司
馬
義
」
と

「
胡
馥
之
」
は
対
照
的
な
内
容
で
あ
る
。

　
「
王
瑗
之
」
は
著
名
人
物
で
あ
る
蔡
邕
に
関
す
る
逸
話
で
あ
る
点
に
価
値
の
あ
る

説
話
で
あ
る
。

　
「
牽
騰
」「

光
」
は
、
鬼
の
出
現
が
後
に
起
き
る
禍
事
の
予
兆
と
し
て
の
意
味
を

持
っ
て
い
る
。

　
「
新
鬼
」「
宋
定
伯
」
は
、
鬼
の
視
点
か
ら
、
鬼
の
様
々
な
能
力
や
特
徴
、
暮
ら
し

ぶ
り
な
ど
を
描
写
す
る
。

　
「
劉
青
松
」「
張

」
は
「
冥
途
へ
の
召
喚
」
と
い
う
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
モ
チ
ー
フ
の

話
で
あ
る
。「
劉
青
松
」
の
よ
う
な
冥
官
へ
の
任
官
の
パ
タ
ー
ン
も
、「
張

」
の
よ

う
な
賄
や
身
代
わ
り
に
よ
っ
て
免
れ
る
パ
タ
ー
ン
も
極
め
て
多
く
の
類
話
が
あ
る
。

　
「
庾
亮
」「
李
元
明
」
は
鬼
に
襲
わ
れ
る
話
。「
庾
亮
」
は
著
名
人
物
の
逸
話
で
も

あ
る

　
「
韋
氏
」
は
、
鬼
話
に
含
ま
れ
て
い
る
理
由
が
不
明
瞭
な
説
話
で
あ
る
。
韋
氏
に

銭
を
持
っ
て
き
た
の
が
鬼
で
あ
る
と
い
う
解
釈
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
韋
某
の
境
遇
に

同
情
し
た
の
が
、
鬼
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
よ
り
上
位
の
鬼
を
使
役
す
る
存
在
な
の

か
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
賈
雍
」
も
、
鬼
話
と
断
ず
る
に
は
、
や
や
躊
躇
す
る
内
容
で
あ
る
。
帰
営
し
た

時
、
賈
雍
は
す
で
に
鬼
と
な
っ
て
い
た
の
か
、
死
の
直
前
の
最
後
の
神
術
で
あ
っ
た

の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
巻
に
お
い
て
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
鬼
文
化
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
内
容

を
豊
富
に
含
む
「
新
鬼
」「
宋
定
伯
」
の
二
話
で
あ
る
。
こ
の
二
話
は
、
筆
致
や
、

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
も
他
の
鬼
話
に
は
見
ら
れ
な
い
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
も
の
で
、
極
め
て

特
異
な
説
話
で
あ
る
。

七　

家
族
・
知
人
の
鬼
―
巻
三
二
二　

鬼
七
―
（
晋
）

卷
第
三
二
二 

鬼
七

陶
侃　
　
　

陶
侃
は
厠
神
と
遭
遇
し
、
富
貴
の
身
と
な
る
こ
と
を
予
言
さ
れ
た
。

謝
尚　
　
　

 

見
鬼
人
の
夏
侯
弘
は
謝
尚
に
子
が
出
来
な
い
理
由
を
、
そ
の
亡
父
か
ら

聞
い
た
。 

襄
陽
軍
人　

 

戦
死
し
た
軍
人
が
送
り
返
さ
れ
る
遺
体
が
自
分
で
は
な
い
こ
と
を
妻
の

夢
で
訴
え
た
。 

呂
順　
　
　

 

妻
の
死
後
、
そ
の
従
妹
を
娶
っ
た
呂
順
は
、
妻
と
も
ど
も
亡
妻
に
殺
さ

れ
た
。

桓
恭　
　
　

 

食
事
の
度
に
古
い
墓
に
食
を
分
け
て
い
た
桓
恭
は
、
鬼
の
恩
返
し
で
寧

州
刺
史
の
位
を
得
た
。

庾
崇　
　
　

 
溺
死
し
た
庾
崇
は
家
に
帰
っ
た
が
妻
は
恐
れ
た
。
ま
た
妻
子
の
困
窮
を

見
て
妻
を
死
な
せ
た
。
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曹
公
船　
　

 

官
妓
を
載
せ
て
転
覆
し
た
船
が
濡
須
口
に
あ
り
、
夜
に
は
管
弦
の
調
べ

や
歌
が
聞
こ
え
る
。

王
志
都　
　

 

死
ん
だ
馬
仲
叔
は
、
妻
の
な
い
王
志
都
の
た
め
に
女
子
を
連
れ
て
き
て

結
婚
さ
せ
た
。

唐
邦　
　
　

 
冥
官
に
塚
の
中
に
連
れ
て
行
か
れ
た
唐
邦
は
、
人
違
い
と
分
か
っ
て
解

放
さ
れ
た

王
矩　
　
　

 

鬼
と
な
っ
た
知
人
が
王
矩
に
冥
官
へ
の
任
官
命
令
を
届
け
、
王
矩
は
病

死
し
た
。 

周
義　
　
　

周
義
は
病
死
し
た
後
も
、
毎
夕
、
妻
の
元
に
来
て
寝
た 

袁
乞　
　
　

 

袁
乞
の
亡
妻
は
、
再
婚
し
た
袁
乞
を
責
め
、
陰
部
を
刀
で
割
い
て
使
え

な
く
し
た
。

王
恒
之　
　

 

王
恒
之
と
の
生
前
の
約
に
よ
り
、
応
報
の
理
が
真
実
で
あ
る
と
竺
法
師

が
伝
え
に
来
た
。

劉
　
　
　

 

劉

は
家
に
巣
く
い
悪
事
を
働
く
鬼
を
、
野
葛
を
煮
て
飲
ま
せ
て
追
い

払
っ
た
。

王
思
規　
　

王
思
規
は
冥
官
に
任
命
さ
れ
、
空
中
に
昇
天
す
る
人
の
行
列
を
見
た
。

華
逸　
　
　

 

華
逸
は
死
後
七
年
に
し
て
家
に
帰
り
、
殺
生
の
罪
で
寿
命
が
減
っ
た
こ

と
等
を
語
っ
た
。

張
君
林　
　

 

張
君
林
の
家
の
鬼
は
若
い
女
で
、
家
事
を
手
伝
っ
た
。
家
が
豊
か
に

な
っ
た
後
に
去
っ
た
。

蛮
兵　
　
　

鬼
が
蛮
兵
に
憑
依
し
、
予
言
等
を
為
し
た
。
老
鼠
の
仕
業
と
い
う
。

陳
皐　
　
　

 

船
に
乗
り
込
ん
だ
赤
鬼
を
陳
皋
が
打
つ
と
四
散
し
て
火
と
な
り
、
陳
皐

は
ま
も
な
く
死
ん
だ
。

袁
無
忌　
　

 

袁
無
忌
の
家
に
現
れ
た
女
鬼
は
井
戸
に
入
り
、
井
戸
の
遺
体
を
葬
り
直

す
と
出
な
く
な
っ
た
。

新
蔡
王
昭
平　

 

攻
撃
の
声
を
聞
い
た
王
が
兵
を
集
め
、
声
の
方
を
射
る
と
鬼
ら
が
倒

れ
て
土
中
に
入
っ
た
。

遠
学
諸
生　

遠
方
で
病
死
し
た
子
が
父
母
を
車
で
そ
こ
ま
で
連
れ
て
行
っ
た
。

　
「
陶
侃
」「
桓
恭
」
は
鬼
に
よ
っ
て
富
貴
と
な
る
こ
と
が
予
言
さ
れ
る
。「
桓
恭
」

は
「
桓
恭
」（
巻
三
二
〇
）
と
ほ
ぼ
同
話
で
あ
る
が
、
内
容
に
や
や
異
同
が
あ
る
。

巻
三
二
〇
で
は
桓
恭
が
寧
州
刺
史
に
な
る
の
は
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
運
命
で
あ

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
巻
で
は
、
鬼
が
報
恩
の
た
め
に
寧
州
刺
史
に
な
れ
る
よ
う

に
し
た
と
読
み
取
れ
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
蛮
兵
」
も
、
鬼
が
予
言

を
す
る
話
で
あ
る
。

　
「
謝
尚
」
は
見
鬼
人
を
通
し
て
、
亡
父
か
ら
冥
界
の
こ
と
を
聞
く
話
で
あ
る
。「
華

逸
」
は
父
、「
襄
陽
軍
人
」「
庾
崇
」「
周
義
」
は
夫
の
鬼
が
帰
っ
て
く
る
話
。「
呂

順
」「
袁
乞
」
は
妻
の
鬼
が
再
婚
し
た
夫
を
害
す
る
話
。「
遠
学
諸
生
」
は
息
子
の
鬼

が
、
遠
方
に
あ
る
自
分
の
死
亡
地
点
ま
で
両
親
を
連
れ
て
行
く
た
め
、
迎
え
に
来
る

話
で
あ
る
。「
王
志
都
」「 

王
恒
之
」
は
親
し
く
交
際
し
て
い
た
知
人
の
鬼
が
現
れ

る
話
で
、「
王
志
都
」
で
は
鬼
が
生
き
て
い
る
者
同
士
の
婚
姻
を
取
り
持
ち
、「
王
恒

之
」
で
は
鬼
が
生
前
の
約
束
に
基
づ
き
、
冥
界
の
真
実
の
一
端
を
伝
え
る
。   

　
「
曹
公
船
」
は
、
転
覆
し
た
船
に
乗
っ
て
い
た
妓
女
の
鬼
の
起
こ
す
怪
異
の
話
で

あ
る
。

　
「
唐
邦
」
は
冥
官
に
連
行
さ
れ
た
後
に
人
違
い
と
分
か
り
解
放
さ
れ
る
話
で
、「
王

矩
」「
王
思
規
」
は
冥
界
の
主
簿
に
任
命
さ
れ
て
死
期
を
迎
え
る
話
で
あ
る
。

　
「
劉

」「
張
君
林
」
は
人
の
家
に
鬼
が
居
着
い
て
し
ま
う
型
の
説
話
で
あ
る
。

「
劉

」
は
野
葛
の
毒
を
煮
て
飲
ま
せ
て
鬼
を
追
い
払
う
と
い
う
点
が
「
劉
他
」（
巻

三
十
九
）
と
共
通
す
る
。

　
「
陳
皐
」「
新
蔡
王
昭
平
」
は
鬼
に
襲
わ
れ
る
話
。
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「
袁
無
忌
」
は
、
鬼
が
き
ち
ん
と
供
養
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
現
れ
る
型
の
話
で

あ
る
。

　

本
巻
は
家
族
や
親
し
い
知
人
の
鬼
が
現
れ
る
話
を
多
く
収
録
し
て
い
る
。

八　

訴
え
る
鬼
―
巻
三
二
三　

鬼
八
―
（
宋
）

卷
第
三
二
三 

鬼
八

張
隆　
　
　

 

食
を
求
め
る
鬼
を
張
隆
は
殺
そ
う
と
し
て
失
敗
し
、
改
心
す
る
と
財
宝

を
与
え
て
く
れ
た
。

吉
宕
石　
　

 

吉
宕
石
は
鬼
を
饗
応
し
死
を
免
れ
る
が
、
泰
山
府
君
の
主
簿
を
命
じ
ら

れ
覚
悟
し
て
死
ん
だ
。

富
陽
人　
　

 

王
と
い
う
人
が
、
罠
の
中
の
蟹
を
木
材
に
化
け
て
奪
っ
た
山
神
を
焼
き

殺
し
た
。

給
使　
　
　

 

眠
っ
て
い
る
給
仕
の
世
話
を
す
る
女
は
、
病
死
し
た
給
仕
の
母
で
あ
っ

た
。

甄
法
崇　
　

 

江
陵
令
甄
法
崇
は
鬼
の
訴
え
を
書
き
留
め
、
借
り
主
に
遺
族
に
米
を
返

さ
せ
た
。

謝
晦　
　
　

 

謝
晦
が
赤
鬼
か
ら
受
け
取
っ
た
血
の
満
ち
た
銅
盤
は
実
は
紙
で
、
鬼
も

消
え
た
。

謝
霊
運　
　

 

謝
晦
が
自
ら
の
首
を
手
に
持
っ
て
現
れ
る
等
の
怪
異
が
あ
っ
た
後
、
謝

霊
運
は
誅
殺
さ
れ
た
。

梁
清　
　
　

 

梁
清
が
士
を
好
む
と
聞
い
て
家
に
居
着
い
た
鬼
は
、
地
方
官
任
官
の
時

期
を
予
言
し
た
。

徐
道
饒　
　

 

祖
霊
を
称
し
て
徐
道
饒
の
家
に
居
着
い
た
鬼
の
正
体
は
、
猿
の
よ
う
な

姿
の
妖
物
で
あ
っ
た
。

東
莱
陳
氏　

 

家
に
住
む
百
余
名
の
人
を
殺
し
に
来
た
鬼
を
、
多
数
の
凶
器
で
威
嚇

し
、
他
所
に
行
か
せ
た
。

謝
道
欣　
　

 

会
稽
郡
の
大
鬼
は
郡
内
の
禍
福
、
特
に
謝
氏
の
吉
事
凶
事
に
つ
い
て
予

兆
を
示
し
た
。

沈
寂
之　
　

沈
寂
之
の
家
に
鬼
が
居
着
い
て
、
様
々
な
悪
戯
を
行
っ
た
。

王
胡　
　
　

 

王
胡
は
亡
叔
に
導
か
れ
て
群
山
で
鬼
と
会
い
、
罪
福
苦
楽
の
報
い
を
知

り
仏
道
に
入
っ
た
。

陶
継
之　
　

 

陶
継
之
の
前
に
嘗
て
誤
っ
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
楽
人
が
現
れ
、
ま
も
な

く
陶
継
之
は
死
ん
だ
。

朱
泰　
　
　

 

病
死
し
た
朱
泰
は
、
鬼
と
な
っ
て
母
を
慰
め
、
自
ら
の
葬
儀
を
節
約
し

て
準
備
し
た
。

戴
承
伯　
　

 

戴
承
伯
は
寺
を
買
っ
た
際
に
詐
取
し
た
地
に
家
を
建
て
、
鬼
の
警
告
を

無
視
し
て
殺
さ
れ
た
。

章
授　
　
　

 

章
授
が
船
に
乗
せ
て
や
っ
た
男
は
、
病
死
の
運
命
の
人
を
病
気
に
す
る

鬼
で
あ
っ
た
。

旋
続
門
生　

 

無
鬼
論
者
の
学
生
が
、
自
分
を
冥
途
に
連
行
す
る
鬼
に
頼
ん
で
似
た
人

を
身
代
わ
り
に
し
た
。

張
道
虚　
　

 

張
道
虚
兄
弟
は
購
入
し
た
宅
地
の
遺
体
を
呉
将
軍
の
塚
に
改
葬
し
、
鬼

に
殺
さ
れ
た
。

　
「
張
隆
」「
梁
清
」「
徐
道
饒
」「
沈
寂
之
」
は
鬼
が
家
に
居
着
く
話
型
の
話
。「
梁

清
」
は
鬼
が
食
客
や
幕
僚
の
よ
う
な
立
場
で
主
人
と
接
し
て
い
る
の
が
、
他
の
同
話

型
の
説
話
と
異
な
っ
て
い
る
。「
東
莱
陳
氏
」
は
鬼
の
集
団
が
百
余
人
の
命
を
奪
い

に
家
に
押
し
寄
せ
る
と
い
う
、
家
を
騒
が
す
鬼
の
説
話
か
ら
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た

話
で
あ
る
。
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「
吉
宕
石
」「
旋
続
門
生
」
は
冥
界
に
召
喚
さ
れ
る
話
型
の
話
。「
旋
続
門
生
」
に

は
、
無
鬼
論
者
が
鬼
を
論
破
す
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
も
入
っ
て
い
る
。

　
「
富
陽
人
」
の
鬼
は
山
神
で
、「
章
授
」
の
鬼
は
人
を
病
死
さ
せ
る
鬼
で
あ
り
、
と

も
に
特
殊
な
鬼
に
関
す
る
説
話
で
あ
る
。

　
「
給
使
」
は
母
、「
王
胡
」
は
叔
父
、「
朱
泰
」
は
息
子
の
鬼
が
現
れ
る
話
で
あ
る
。

「
王
胡
」
は
、「
鬼
が
親
族
と
語
ら
い
、
冥
界
に
つ
い
て
問
答
を
す
る
」
話
型
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
問
答
で
は
な
く
、
実
際
に
あ
ち
こ
ち
に
連
れ
て
行
き
、
鬼
の

世
界
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
と
い
う
の
が
独
特
の
趣
向
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
「
冥

界
巡
り
」
と
い
う
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
話
型
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　
「
甄
法
崇
」「
陶
継
之
」「
戴
承
伯
」「
張
道
虚
」
は
鬼
が
人
の
不
正
を
訴
え
る
説
話

で
あ
る
。「
甄
法
崇
」
は
鬼
が
現
世
の
官
に
訴
え
て
貸
し
を
返
済
さ
せ
、「
陶
継
之
」

は
天
に
訴
え
理
を
得
て
鬼
が
人
に
復
讐
を
す
る
。「
戴
承
伯
」「
張
道
虚
」
は
、
土
地

を
奪
わ
れ
た
鬼
が
相
手
に
直
接
訴
え
た
後
に
、
そ
の
相
手
を
取
り
殺
し
て
い
る
。

　
「
謝
晦
」「
謝
霊
運
」
は
著
名
人
の
逸
話
で
あ
り
、
鬼
と
の
遭
遇
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

悲
惨
な
末
路
の
予
兆
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
謝
道
欣
」
は
、
謝
晦
や
謝
霊
運

も
そ
の
一
族
で
あ
る
名
門
謝
家
の
氏
神
的
存
在
で
あ
る
大
鬼
に
つ
い
て
の
説
話
で
あ

る
。

　

本
巻
「
陶
継
之
」
に
見
ら
れ
る
、
鬼
が
天
に
訴
え
て
道
理
の
あ
る
こ
と
を
認
め
て

も
ら
っ
た
上
で
、
生
前
の
敵
に
復
讐
に
来
る
、
と
い
う
の
は
鬼
話
に
多
く
見
ら
れ
る

プ
ロ
ッ
ト
で
あ
り
、
本
話
は
そ
の
早
い
例
で
あ
る
。

九　

凶
宅
―
巻
三
二
四　

鬼
九
―
（
宋
）

卷
第
三
二
三 

鬼
八

秦
樹　
　
　

秦
樹
が
一
夜
の
宿
を
借
り
、
共
に
過
ご
し
た
女
は
鬼
で
あ
っ
た
。

竺
惠
熾　
　

 

沙
門
竺
惠
熾
の
鬼
が
、
食
肉
の
た
め
餓
狗
地
獄
に
墜
ち
た
こ
と
を
応
報

の
証
と
し
て
語
っ
た
。

郭
銓　
　
　

 

郭
銓
の
鬼
が
婿
と
娘
に
、
罪
を
許
さ
れ
る
よ
う
に
僧
を
集
め
追
福
を
す

る
こ
と
を
頼
ん
だ
。

賀
思
令　
　

賀
思
令
は

康
の
鬼
よ
り
琴
の
曲
、
広
陵
散
を
伝
授
さ
れ
た
。

山
都　
　
　

 

山
都
は
深
山
に
住
み
、
蟹
を
好
む
。
変
化
能
力
が
あ
る
。
人
と
の
商
い

に
は
姿
を
現
さ
な
い
。

区
敬
之　
　

 

頓
死
し
た
区
敬
之
の
遺
体
に
鬼
神
が
近
づ
く
と
、
遺
体
は
皮
肉
が
剥
離

し
白
骨
と
化
し
た
。

劉
雋　
　
　

 

劉
雋
の
家
の
前
で
遊
ん
で
い
た
六
、
七
才
の
子
ど
も
た
ち
は
鬼
で
あ
っ

た
。

檀
道
済　
　

 

檀
道
済
の
子
が
夜
、
鬼
に
縛
ら
れ
た
。
檀
の
家
は
元
は
歩
闡
宅
で
、
歩

も
檀
も
誅
殺
さ
れ
た
。

石
秀
之　
　

 

石
秀
之
は
造
船
技
術
に
よ
り
冥
府
に
召
さ
れ
た
が
劉
儒
に
及
ば
な
い
と

断
り
、
劉
が
死
ん
だ
。

夏
侯
祖
観　

 

夏
侯
祖
観
の
死
後
、
後
任
の
沈
僧
栄
の
琵
琶
妓
を
、
祖
観
の
寵
妾
の
鬼

が
連
れ
て
行
っ
た
。

張
承
吉　
　

張
承
吉
の
家
に
住
み
着
い
た
鬼
が
様
々
な
悪
戯
を
し
た
。

梁
清　
　
　

梁
清
は
家
に
住
み
着
い
た
鬼
を
外
国
の
道
人
の
祈
祷
で
追
い
払
っ
た
。

崔
茂
伯　
　

 

崔
茂
伯
の
亡
女
が
会
に
き
た
許
嫁
の
裴
は
、
思
い
が
募
っ
て
病
死
し
、

亡
女
と
合
葬
さ
れ
た
。

巢
氏　
　
　

 

巢
氏
の
婢
の
恋
人
と
な
っ
た
鬼
が
家
に
居
着
い
て
し
ま
い
、
巢
氏
は
婢

を
家
か
ら
出
し
た
。

胡
庇
之　
　

 
胡
庇
之
の
家
の
鬼
は
仏
弟
子
で
、
仏
へ
の
帰
依
に
よ
っ
て
の
み
抑
え
ら

れ
る
の
で
あ
っ
た
。
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索
　
　
　

 

索

の
父
は
妖
を
信
じ
ず
凶
宅
を
買
い
、
多
年
安
吉
で
あ
っ
た
が
突
然

一
族
を
皆
殺
害
し
た
。

　
「
秦
樹
」
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
冥
婚
譚
で
あ
り
、「
崔
茂
伯
」
は
現
実
に
も
存
在

す
る
死
者
同
士
の
冥
婚
で
あ
る
。

　
「
竺
惠
熾
」「
郭
銓
」
は
肉
親
や
知
人
の
鬼
が
訪
れ
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、「
夏
侯

祖
観
」
は
そ
の
派
生
型
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
賀
思
令
」
は
「

康
」（
巻
三
一
七
）
の
後
日
譚
的
な
内
容
で
あ
り
、
広
陵
散
は

鬼
か
ら

康
へ
、
鬼
と
な
っ
た

康
か
ら
賀
思
令
へ
と
伝
承
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
山
都
」「
区
敬
之
」
に
お
い
て
語
ら
れ
る
鬼
は
、
鬼
よ
り
も
む
し
ろ
妖
怪
に
近
い

存
在
で
あ
り
、「
山
都
」
の
鬼
は
山
に
棲
む
山
精
、「
区
敬
之
」
の
鬼
は
屍
を
喰
う
魍

魎
に
似
る
。

　
「
劉
雋
」
は
幼
児
の
鬼
の
話
。
死
者
の
持
ち
物
が
他
人
の
手
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

鬼
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
は
、
冥
婚
譚
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
プ
ロ
ッ
ト

で
あ
る
。

　
「
檀
道
済
」「
張
承
吉
」「
梁
清
」「
巢
氏
」「
胡
庇
之
」「
索

」
は
、
鬼
が
居
着
い

て
し
ま
っ
た
家
に
関
す
る
説
話
で
あ
る
。「
胡
庇
之
」
は
、
人
を
悩
ま
す
鬼
が
仏
弟

子
で
あ
る
と
い
う
、
珍
し
い
設
定
が
見
ら
れ
る
。

　
「
石
秀
之
」
は
冥
官
に
任
命
さ
れ
る
話
型
に
属
す
る
。

　

本
巻
は
鬼
が
居
着
い
て
し
ま
っ
た
家
す
な
わ
ち
凶
宅
に
関
す
る
説
話
を
多
く
含
む

こ
と
と
、
仏
教
的
要
素
が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

十　

死
を
も
た
ら
す
鬼
―
巻
三
二
五　

鬼
十
―
（
宋
）

巻
三
二
五　

鬼
十

王
騁
之　
　

王
騁
之
の
妻
の
鬼
が
薄
葬
を
怒
り
、
祭
り
の
机
を
空
中
か
ら
擲
っ
た
。

孟
襄　
　
　

 

孟
襄
の
亡
妻
の
鬼
の
ふ
り
を
し
て
豚
や
雄
鳥
の
姿
の
鬼
が
家
で
暴
れ

た
。

司
馬
文
宣　

 

司
馬
文
宣
の
家
に
、
弟
を
装
う
鬼
に
続
い
て
、
僧
と
問
答
を
す
る
鬼
が

住
み
着
い
た
。

虞
徳
厳
猛　

 

虞
徳
は
老
女
の
招
き
寄
せ
た
虎
と
格
闘
し
た
。
厳
猛
の
亡
妻
は
虎
の
手

先
と
な
っ
て
い
た
。

郭
慶
之　
　

 

郭
慶
之
の
家
の
婢
と
通
じ
て
し
ば
し
ば
訪
れ
る
黄
父
鬼
は
変
幻
自
在
の

鬼
で
あ
っ
た
。

薄
紹
之　
　

 

薄
紹
之
の
家
を
騒
が
せ
た
鬼
は
、
大
道
神
に
懲
ら
し
め
さ
せ
る
と
脅
す

と
い
な
く
な
っ
た
。

索
万
興　
　

 

闖
入
者
が
置
い
て
い
っ
た
黒
い
物
が
床
を
這
い
回
り
、
索
万
興
は
病
気

に
な
り
死
ん
だ
。

郭
秀
之　
　

 

七
十
三
才
の
郭
秀
之
が
病
死
す
る
ま
で
、
五
十
三
日
間
、
迎
え
の
鬼
が

毎
日
樹
上
に
い
た
。

庾
季
隨　
　

 

庾
季
隨
は
病
床
を
騒
が
す
鬼
を
追
い
寺
に
行
き
、
鬼
に
生
気
を
取
ら
れ

て
数
日
後
に
死
ん
だ
。

申
翼
之　
　

 

申
翼
之
は
盛
道
児
の
遺
児
を
賄
賂
を
取
っ
て
寒
門
に
嫁
が
せ
、
盛
道
児

の
鬼
に
叱
責
さ
れ
た
。

王
懐
之　
　

 

娘
が
急
病
を
発
し
、
王
懐
之
の
見
た
樹
上
の
老
婆
の
様
に
な
っ
た
が
麝

香
を
服
し
て
治
っ
た
。

柳
叔
倫　
　

 

柳
叔
倫
が
婢
の
そ
ば
で
鬼
を
斬
る
と
、
婢
が
病
死
し
、
翌
日
に
は
遺
体

が
無
く
な
っ
て
い
た
。

劉
廓　
　
　

 
死
ん
だ
囲
碁
仲
間
の
朱
道
珍
か
ら
来
た
手
紙
を
読
ん
だ
劉
廓
は
、
病
気

に
な
り
死
ん
だ
。
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王
瑤　
　
　

 

王
瑤
の
死
後
、
家
を
騒
が
す
鬼
が
庾
家
に
来
、
庾
は
銭
が
怖
い
と
い
っ

て
銭
を
投
げ
さ
せ
た
。

王
文
明　
　

 

王
文
明
の
妻
の
鬼
が
、
王
が
妊
娠
さ
せ
た
婢
を
打
ち
、
そ
の
後
、
怪
事

が
あ
り
文
明
と
息
子
た
ち
が
死
ん
だ
。

夏
侯
文
規　

夏
侯
文
規
は
死
ん
で
一
年
後
に
家
に
帰
っ
た
が
、
蒜
を
嫌
っ
た
。

　
「
王
騁
之
」「
申
翼
之
」「
王
文
明
」「
夏
侯
文
規
」
は
家
族
が
鬼
と
な
っ
て
帰
っ
て

く
る
話
型
で
あ
る
。

　
「
孟
襄
」「
司
馬
文
宣
」「
郭
慶
之
」「
薄
紹
之
」「
王
瑤
」
は
家
に
居
着
く
鬼
が
怪

を
為
す
話
型
の
話
。「
司
馬
文
宣
」
に
お
い
て
鬼
が
「
本
来
そ
の
家
に
い
る
筈
の
先

亡
の
鬼
は
そ
れ
ぞ
れ
属
す
る
所
が
あ
っ
て
空
座
で
あ
っ
た
の
で
仮
に
身
を
寄
せ
た
⑷
」

と
言
っ
て
い
る
の
は
、
伝
統
的
な
死
者
は
鬼
に
な
る
と
い
う
思
想
と
、
死
者
は
冥
府

に
行
き
転
生
す
る
と
い
う
仏
教
的
な
思
想
を
折
衷
し
た
考
え
方
と
し
て
興
味
深
い
。

　
「
虞
徳
厳
猛
」
は
、
虎
に
殺
害
さ
れ
た
人
間
は
虎
に
使
役
さ
れ
る
「
倀
」
と
い
う

鬼
に
な
る
と
い
う
明
代
の
『

廛
筆
記
』
に
見
ら
れ
る
説
の
古
い
例
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。

　
「
索
万
興
」
は
鬼
に
取
り
殺
さ
れ
る
話
。「
王
文
明
」
も
後
半
は
一
家
の
男
が
皆
死

に
絶
え
る
話
で
あ
る
。「
庾
季
隨
」
も
鬼
に
取
り
殺
さ
れ
る
話
で
あ
る
が
、
庾
季
隨

は
す
で
に
病
気
で
あ
り
、
死
期
が
迫
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
期
日
ま
で
に
死

者
を
冥
府
に
連
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
鬼
が
、「
膂
力
絶
人
」
で
病
気
に
抵
抗
す

る
体
力
を
持
つ
庾
季
隨
に
対
し
て
、
誘
き
出
し
運
命
の
強
制
執
行
を
行
っ
た
と
い
う

解
釈
も
で
き
る
。「
王
懐
之
」
は
娘
が
麝
香
に
よ
っ
て
取
り
殺
さ
れ
る
の
を
免
れ
る

話
。「
柳
叔
倫
」
は
婢
が
取
り
憑
い
て
い
た
鬼
に
殺
さ
れ
た
話
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
「
郭
秀
之
」「
劉
廓
」
は
死
期
が
来
た
こ
と
が
鬼
に
よ
っ
て
告
げ
ら
れ
る
話
。

　

本
巻
は
、
鬼
に
遭
っ
た
た
め
に
、
あ
る
い
は
運
命
と
し
て
人
が
死
ぬ
こ
と
を
テ
ー

マ
と
し
た
話
が
多
い
。

ま
と
め

　

今
回
分
析
し
た
「
巻
三
一
六　

鬼
一
」
か
ら
「
巻
三
二
五　

鬼
十
」
の
説
話
は
時

代
と
し
て
は
春
秋
か
ら
南
朝
宋
ま
で
、
鬼
に
関
す
る
説
話
の
最
初
期
の
も
の
で
あ

る
。
そ
の
内
容
は
、
後
の
鬼
話
と
は
異
な
り
未
だ
仏
教
の
影
響
が
希
薄
で
あ
る
。
よ

り
原
初
的
な
霊
魂
観
と
し
て
の
祖
霊
信
仰
や
、
社
会
制
度
と
し
て
の
家
や
婚
姻
・
葬

儀
と
関
連
す
る
話
が
多
い
。

　

最
後
に
、
今
回
分
析
し
た
諸
々
の
鬼
話
に
お
い
て
頻
出
し
た
話
型
に
つ
い
て
ま
と

め
て
お
き
た
い
。

冥
婚
譚　

男
が
女
の
鬼
と
結
婚
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
、
女
と
男
の
鬼
の
例
は
少
な

い
。
跡
継
ぎ
の
子
を
産
む
場
合
も
有
る
が
、
夫
婦
は
長
く
共
に
暮
ら
す
こ
と
は
な

い
。

塚
墓
宿
泊
譚　

一
夜
の
宿
を
借
り
た
家
が
、
翌
日
見
る
と
墓
で
あ
っ
た
と
い
う
話
。

冥
婚
譚
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
話
型
で
あ
る
。

変
鬼
帰
宅
譚　

鬼
と
な
っ
た
家
族
や
知
人
が
帰
っ
て
く
る
話
。
死
後
の
自
分
の
身

分
・
境
遇
、
鬼
ゆ
え
に
知
り
得
る
家
族
の
運
命
、
冥
界
の
秘
密
な
ど
を
鬼
が
語
る
。

仏
教
の
影
響
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
追
福
を
求
め
る
パ
タ
ー
ン
も
増
え
て
く
る
。
再
婚

し
た
配
偶
者
へ
の
憎
悪
か
ら
現
れ
、
危
害
を
加
え
る
例
も
多
い
。

冥
界
召
喚
譚　

冥
界
の
吏
で
あ
る
鬼
が
人
を
冥
途
に
召
喚
す
る
。
召
喚
さ
れ
た
人
が

命
令
に
従
い
冥
途
に
赴
く
話
も
あ
る
が
、
賄
賂
や
身
代
わ
り
な
ど
の
手
段
で
死
を
免

れ
よ
う
と
す
る
話
が
多
い
。
後
に
は
、
冥
途
に
行
き
、
そ
の
際
の
見
聞
を
蘇
生
後
に

語
る
「
冥
界
訪
問
譚
」
の
話
型
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
今
回
扱
っ
た
説
話
に
は
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ま
だ
見
ら
れ
な
い
。

鬼
神
遭
遇
譚　

外
や
自
宅
（
厠
の
例
も
多
い
）
な
ど
で
鬼
に
遭
遇
す
る
と
い
う
話

型
。
逃
げ
た
り
争
っ
た
り
す
る
展
開
の
場
合
は
、
そ
の
場
で
取
り
殺
さ
れ
な
く
て

も
、
間
も
な
く
絶
命
す
る
話
が
多
い
。
鬼
神
に
改
葬
や
廟
の
修
復
を
依
頼
さ
れ
る
と

い
う
パ
タ
ー
ン
も
少
な
く
な
い
。

凶
宅
鬧
鬼
譚　
「
鬧ど
う

鬼き

」
と
は
、
鬼
が
騒
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
家
に
鬼
が
居
着
い
て
、

家
人
を
悩
ま
せ
る
と
い
う
話
型
で
あ
り
、
初
期
の
鬼
話
に
も
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
家
の
元
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
り
、
外
か
ら
来
た
り
鬼
の
出
自

も
様
々
で
あ
る
が
、
振
る
舞
い
も
騒
霊
現
象
程
度
か
ら
家
人
の
命
を
奪
う
話
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
。
食
を
盗
む
、
食
を
求
め
る
と
い
う
要
素
が
多
く
の
に
見
ら
れ
る
。
例

は
多
く
な
い
が
、
家
の
人
を
助
け
る
鬼
の
話
も
あ
る
。

※ 

本
稿
は
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
課
題
「
鬼
文
化
・
冥
界
表
象
か
ら
の

日
中
比
較
説
話
文
学
史
の
構
築
」【
研
究
課
題
番
号
：26370432

】
の
研
究
成
果

の
一
部
で
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

⑴　
（ 

）
内
の
時
代
表
記
は
、
そ
の
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
説
話
の
背
景
と
な
っ
て
い
る

時
代
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑵　

本
稿
で
は
『
太
平
広
記
』
本
文
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
中
華
書
局
刊
校
訂
本
を
使
用

し
、
各
巻
の
説
話
排
列
・
タ
イ
ト
ル
も
こ
れ
に
拠
る
。

⑶　

本
稿
に
お
け
る
各
説
話
の
内
容
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
木
村
秀
海
監
修
・
堤
保
仁
編

『
訳
注
太
平
廣
記　

鬼
部
一
』（
や
ま
と
昆
崙
企
画　

一
九
九
八
）
を
参
考
と
し
た
。

⑷　
「
汝
家
亡
者
各
有
所
属
。
此
座
空
設
、
故
権
寄
耳
。」

151（14）

『太平広記』鬼部説話の構成
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